







Study on the practice of welfare education for medical school students 
-A pilot study of Strength Model learning- 










ュラムを作成している。平成 13 年度に『21 世紀における医学・歯学教育の改善方策について‐学部教育の再
構築のために‐』の別冊として『医学教育モデル・コア・カリキュラム‐教育内容ガイドライン‐』が初めて
提示され，以後平成 19 年度の大改訂を経て，最新の改訂は平成 22 年度に行われインターネット上でも公表さ
れている 1）。モデル・コア・カリキュラムは，大学卒業時までに修得すべき総合的知識・技能・態度について
の一般目標と到達目標が具体的に記載されており，コア・カリキュラムの内容については，全体のカリキュラ














 鳥取大学医学部医学科においても，平成 24 年 1 月現在，平成 19 年度及び平成 22 年度版の医学教育モデル・
コア・カリキュラムに準じてシラバスが作成され，講義及び実習・演習等が行われている。平成 21 年 4 月より
医学科に社会福祉士資格を有する専任教員が任用されたされたこともあり，平成 22 年度より，全学共通科目（教
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 対象は，平成 23 年前期（4 月～7 月）に鳥取大学医学部医学科学生を対象に全学共通教育科目として開講さ
れた『社会福祉・社会保障』を履修した 8 名の内，定期試験（単位認定試験）を受験した 7 名（4 年生 2 名，3
年生 3 名，2 年生 2 名）である。方法は，まず教授方法として，『社会福祉・社会保障』講義時に前述の図 1 の




回数 講義内容 到達目標 講義のキーワード
1 講義ガイダンス 社会福祉の原理を理解する ガイダンス、社会福祉の原理
2 社会福祉の概念と理念・歴史 社会福祉の理念と歴史について理解する 社会福祉の理念、近代史
3 社会福祉の援助方法と理論 援助方法と理論について理解する 援助理論、援助手法
4 福祉行財政と福祉計画 福祉の財源と行政の役割を理解する 財源、国・地方自治体
5 社会福祉の施設とサービス 福祉施設・サービスの概要について理解する 福祉施設と提供されるサービス
6 福祉職と社会福祉士の業務 福祉職、社会福祉士の役割を理解する 福祉３職種、社会福祉士
7 権利擁護と成年後見制度 成年後見人制度について理解する 権利擁護。成年後年人制度
8 高齢者に対する支援（1） 高齢者に対する支援について理解する 高齢者福祉、介護保険制度
9 高齢者に対する支援（2） 高齢者に対する支援について理解する 高齢者福祉、介護保険制度
10 障害者に対する支援 障害者に対する支援について理解する 障害者基本法、障害者自立支援制度
11 低所得者に対する支援 低所得者に対する支援について理解する 生活保護制度
12 児童・家庭に対する支援 児童・家庭に対する支援について理解する 家庭、市町村、児童相談書、児童福祉施設
13 学校生徒・児童に対する支援 生徒・児童の学習環境への福祉支援について理解する。 スクールソーシャルワーク
14 触法者への福祉、触法精神障害者への支援 触法者への福祉支援について理解する 更生保護制度、医療観察法




















れている 5）。分析は，定期試験において，図 2 の事例より個人レベル，集団レベル，地域レベルの順でストレ
ングスを考察できる問題を出題し，記述により解答させ，その記述内容について分析し，個人レベル，集団レ
ベル，地域レベルのストレングスへの理解度の分析を行った。分析は，社会福祉士及び精神保健福祉士資格を






結果は，ストレングスモデルの評価として表 3 に示した。分析を行った 7 名中，個人レベルのストレングス
の理解が出来ていた者が 5 名，集団レベルのストレングスの理解が出来ていた者が 2 名，環境レベルのストレ







































は，いなかった。また，3 点の視点のうち，2 点の視点より記述できていた者は，4 年生 1 名，3 年生 2 名であ









ていた集団レベルの視点は，S 君の実家が職場とは異なるH 県にあり，H 県には S 君の母と妹が住むという点
に着目し，本文中から家族関係が崩壊していいないことを読み取り，家族の潜在能力の発揮という視点と，S
君の所属する循環器内科医局の科長が精神科を紹介したという点に着目して，職場である医局の人的支援の潜
在能力に着目した記述であった。2 名が記述していた地域レベルのストレングスの視点は，S 君の実家のある H








学年 ストレングス理解の視点 個人レベル 集団レベル 地域レベル
N（人） 5 3 2
A ○ × ○
B × ○ ×
C × × ×
D ○ × ○
E ○ ○ ×
F ○ × ×
















は，いなかった。また，3 点の視点のうち，2 点の視点より記述できていた者は，4 年生 1 名，3 年生 2 名であ








の「勤勉で努力家であった。」という語句より，S 君の潜在能力に着目したものが殆どであった。2 名 記述し
ていた集団レベルの視点は，S 君の実家が職場とは異なるH 県にあり，H 県には S 君の母と妹が住むという点
に着目し，本文中から家族関係が崩壊していいないことを読み取り，家族の潜在能力の発揮という視点と，S
君の所属する循環器内科医局の科長が精神科を紹介したという点に着目して，職場である医局の人的支援の潜
在能力に着目した記述であった。2 名が してい 地域レベルのストレングスの視点は，S 君の実家 ある H








学年 ストレングス理解の視点 個人レベル 集団レベル 地域レ
N（人） 5 3 2
A ○ × ○
B × ○ ×
C ×
































第三に，ストレングスモデルの学習と評価までの時間が空いていることが挙げられる。平成 23 年 4 月に 90







平成 23 年度に米子地区で開講された共通教育科目である『社会福祉・社会保障』の学習内容の 1 つである，
ストレングスモデルについて，個人レベル，集団レベル，地域レベルの視点より理解できているかどうかにつ
いて分析を行った。その結果，前記 3 点について全て理解できているものは 0 名，2 点について理解できてい
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